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11月８日（土）に行われた日詰商店街「くら
しのみち」完成記念イベントの様子です。セ
レモニー会場となった東北銀行には小繰り舟
「ごんべえ丸」が設置され、橋本組の祭り太鼓や
日詰かじ町さんさの会の大黒舞いなどが披露さ
れました。来賓により大きなくす玉が割られ、
もちまきや富くじなど豊富な企画で寒風の中
訪れた大勢の人たちを楽しませました。ま
た、銭形平次を演じた大川橋蔵氏の夫
人、丹波真理子さんが招かれイ
ベントを盛り上げました。

今月の表紙

今月の表紙
S H I W A - N E T  

http://www.town.shiwa.iwate.jp/

町内の敬老会は8月30日に開催された赤沢地
区を皮切りに、9月21日まで全11カ所で開催さ
れます。赤沢小学校で開催された同地区の敬老
会には75歳以上の110人が出席。ステージで繰り
広げられる地域の人たちによる歌や踊り、赤沢
神楽や赤沢産直バンドの演奏を楽しみながら
交流しました。平成20年７月末現在、町の
65歳以上の人口は7,863人、高齢化率
22.9％で県内●位です。100歳以上
の町民は8月現在で7人、米

寿は７月末現

日詰商店街
「くらしのみち」

特集　地域再発見シリーズ⑦

森の恵みを次世代に
特集　地域再発見シリーズ⑦

森の恵みを次世代に
えこ３堆肥使用農産物をブランド化えこ３堆肥使用農産物をブランド化
目次は23ページです目次は23ページです
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　CO2の吸収や土砂流出防止など、多様かつ重要な機能を果たす森林は、
木材価格の低迷や林業後継者の不足などを理由に、間伐などの手入れが行
われなくなりました。荒廃が進んで森林の機能を持続的に確保することが
困難となり、町は関係機関と連携した施策展開が急務となっています。
　このような状況の中、一部の地域や学生たちが森の重要性や魅力に気付
き、その保全活動に動き出しています。

作業の説明を受ける参加者。手前が間伐後、奥が間伐前の森林

森の恵みを次世代に

知ろう・話そう・行動しよう
世代を超えて地域とともに

地域

再発見
シリーズ ❼



� 12月号

談　

話

　
森
林
研
修
が

　
気
運
を
高
め
る
き
っ
か
け
に

　

町
内
の
森
林
を
見
る
と
、
町
の
東
部
の

山
に
比
べ
て
東
根
山
は
手
入
れ
が
行
き

届
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
後
の
植

林
か
ら
四
、五
十
年
が
経
過
し
て
い
る
た

め
、
こ
こ
五
年
く
ら
い
が
手
入
れ
を
す
る

限
界
だ
と
思
い
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
、
何
か
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
と
、

昨
年
、
個
人
で
「
い
わ
て
の
森
林
づ
く
り

県
民
税
」
の
申
請
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て

今
年
の
夏
に
、
県
林
業
労
働
対
策
基
金
が

行
う
森
林
研
修
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

東
根
山
の
登
山
口
付
近
を
使
っ
て
い
た
だ

き
、
山
の
所
有
者
た
ち
何
人
か
と
一
緒
に

二
日
間
手
伝
い
ま
し
た
。
地
元
で
こ
う
し

た
研
修
会
を
開
い
た
こ
と
で
気
運
も
高
ま

り
、
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
と
意
志
を
固
め

協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。

　
み
ん
な
が
集
ま
れ
ば
頑
張
れ
る

　

戦
後
に
植
林
さ
れ
た
木
の
多
く
は
ス
ギ

で
す
。
間
伐
を
し
な
い
と
細
長
く
育
ち
、

風
通
し
が
悪
い
た
め
木
の
皮
が
カ
ビ
に
覆

わ
れ
ま
す
。
育
ち
が
悪
く
や
が
て
は
保
水

能
力
な
ど
森
の
持
つ
本
来
の
機
能
が
発
揮

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
山
は
生
き
た
山
に
し
た
い

で
す
し
、
東
根
山
の
森
林
を
守
り
続
け
て

い
き
た
い
の
で
、
今
後
も
山
の
所
有
者
に

声
を
か
け
会
員
に
な
っ
て
も
ら
い
「
い
わ

て
の
森
林
づ
く
り
県
民
税
」
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
手
で
手
入
れ
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

所
有
者
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど

の
問
題
も
あ
り
、
一
人
で
は
管
理
で
き
な

い
状
況
で
す
が
、
同
じ
思
い
を
持
つ
み
ん

な
が
集
ま
れ
ば
頑
張
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
は
十
人
分
の
森
林
約
十
㌶
の
間
伐

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
間
伐
材
の
活
用
が
課
題

　

間
伐
作
業
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
い

方
や
研
ぎ
方
、
倒
す
方
向
な
ど
技
術
が
第

一
に
必
要
で
、
倒
し
た
木
の
搬
出
に
は
体

力
も
使
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
倒
し
た
木

の
活
用
方
法
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

樹
齢
四
、五
十
年
で
す
の
で
太
さ
も
あ

り
、
木
の
搬
出
に
は
道
路
の
整
備
と
費
用

が
不
可
欠
で
す
。
製
材
の
費
用
も
考
え
る

と
活
用
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
光
が
差
し
込
む
森
林
は

　
と
て
も
美
し
い
で
す

　

間
伐
後
の
光
が
差
し
込
む
光
景
は
と
て

も
美
し
く
、
作
業
を
し
て
い
る
人
た
ち
の

苦
労
を
和
ら
げ
ま
す
。
実
際
に
間
伐
後
の

登
山
道
を
歩
い
て
み
る
と
、
そ
の
差
は
歴

然
で
す
。
手
入
れ
を
し
て
生
き
た
山
に
す

れ
ば
、
や
が
て
雑
木
も
増
え
て
水
の
流
出

を
抑
え
自
然
災
害
に
強
い
本
来
の
山
の
役

割
を
取
り
戻
す
で
し
ょ
う
。

　

森
林
税
の
申
請
は
来
年
ま
で
な
の
で
、

そ
れ
以
降
の
こ
と
が
心
配
で
す
が
、
会
員

に
限
ら
ず
東
根
山
を
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
森

林
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

間伐後に設置された活動内容を伝える看板と
鷹木嘉孝会長

　今年８月に、東根山の森林所有者などで「水分森林づくり
推進協議会」を発足した鷹木嘉孝会長にお話を伺いました。

豊かな森を守る地域の活動

「いわての森林づくり県民税」
　住民税や法人税として、個人や法人が
市町村または県に納税し、集められた税
金は、公益上特に重要で、緊急に整備が
必要な人工林について、森林所有者と皆
伐制限などの協定を締結した上で、針葉
樹と広葉樹の入り混じった森林にするため
の整備に使われます。また、県民参加の
森林づくり促進事業として、地域の皆さん
やNPOなどが主体となって行う、里山林
の整備や上下流の住民団体などが連携し
て行う森林づくり活動など、地域力を生か
した森林整備の支援に使われています。



�

  　
広
が
る
地
域
と
の
交
流

　

同
大
学
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
町
産
木
材
活
用
の
校
舎
、
上
平

沢
小
学
校
を
設
計
し
た
建
築
家
佐
川
旭
氏

の
企
画
で
訪
れ
た
同
大
学
の
教
授
が
、
紫

波
み
ら
い
研
究
所
の
前
理
事
長
高
橋
米
勝

氏
と
出
会
い
意
気
投
合
し
た
こ
と
が
始
ま

り
で
し
た
。

　

一
年
目
と
二
年
目
は
試
行
的
に
、
森
林

組
合
関
係
者
の
所
有
す
る
山
屋
地
区
で
作

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
学
生
た
ち
が
ど

れ
く
ら
い
作
業
で
き
る
の
か
不
安
だ
っ

た
」
と
関
係
者
は
語
り
ま
す
が
、
真
剣
に

作
業
す
る
姿
を
見
て
、
三
年
目
と
四
年
目

は
、
地
域
で
手
入
れ
を
し
て
い
る
場
所
な

が
ら
近
年
な
か
な
か
作
業
が
で
き
て
い
な

い
状
況
に
あ
っ
た
彦
部
地
区
の
「
是
信
房

の
墓
」
周
辺
で
行
う
こ
と
に
な
り
、
五
年

目
と
な
る
本
年
も
、
地
域
で
保
全
活
動
を

す
る
大
巻
地
区
大
正
園
で
の
活
動
に
加
わ

り
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
者
は
同
大
学
の
サ
ー
ク
ル

「
森し

ん

木ぼ
く

会
」
の
会
員
と
卒
業
生
三
十
九
人
。

協
力
す
る
地
域
の
人
た
ち
の
家
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
四
日
間
の
日
程
の

う
ち
、
下
草
刈
り
や
枝
払
い
な
ど
の
作
業

を
二
日
間
行
い
ま
し
た
。
受
け
入
れ
る
地

域
で
は
、
学
生
た
ち
と
の
交
流
に
も
意
味

が
あ
る
と
し
て
受
け
入
れ
先
を
探
し
た
そ

う
で
す
。

　國學院大学の学生サークル「森木会」は、5年前から町で間伐体
験学習を行っています。
　学生たちに森づくりを体験させたい大学側と、労働力を必要とする
森林管理者を、NPOが仲介して実現しました。「里山づくりプロジェ
クト」と名付けられたこの事業も今年で5年目を迎えています。

國學院大学の森林保全活動

ホストファミリーとの記念写真　

作業を終えて参加者全員がはいチーズ
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実
り
多
い
間
伐
作
業
体
験

　

学
生
た
ち
は
い
っ
た
い
何
を
求
め
て
こ

の
町
に
や
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

　

都
会
暮
ら
し
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て

「
百
年
先
の
子
ど
も
た
ち
へ
、
よ
り
よ
い

町
と
自
然
環
境
を
引
き
継
ぐ
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
町
は
興
味
深
く
、
未

整
備
の
森
に
入
り
、
間
伐
の
作
業
を
し
な

が
ら
、
森
に
差
し
込
む
太
陽
の
光
や
そ
よ

か
ぜ
に
触
れ
る
こ
と
が
感
動
体
験
で
す
。

そ
し
て
、
町
産
木
材
活
用
の
公
共
施
設
を

見
学
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
熱
意
を
燃
や
す

人
た
ち
と
出
会
い
、
人
と
自
然
、
人
と
人

が
つ
な
が
り
合
う
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

◆自分の町で育った木で、自分の町の人
間が、自分の町の学校を建てるという
循環の形に感動しました。

◆小学校・保育園は、床も、梁
はり

も、壁も、
トイレまで町産の木を使いぬく。その
こだわりに圧倒されました。

◆前の世代に植えられた木を使って、次
の世代後の木と子どもたちを育てる。
まさに未来をつくる町だと思います

◆紫波町を見て、もっと自分の地域の活
動を知り、参加しようと思いました。

◆故郷の岩手に帰って就職することを
100％決めました。

◆不景気と言われている今日において、
お金ではなく次世代のために行動する
ことはなかなかできないことであり、
そこには協力した人びとの意識や決意
の存在を感じることができます。

◆地域の若者がもともとあるものに興味
を抱くのは簡単なことではないかもし
れないが、紫波町の若者にも間伐後の、
光が降り注ぎ、風が吹きぬけ、生き生
きと生き返った森林を見せてあげたい
と思いました。

◆100年後の未来で、町の人びと一人
一人が、森や川や山が豊かに生きるこ
とを願い、さまざまな思いや願いに出
会い、伝えあっていくことが大切だと
思いました。

参加した学生たちの声

作業前に説明を聞く学生たち（左）
切り倒す木を検討中（下）

チェーンソーの使い方を見学

作業後の学生とみらい研究所の会員 小昼の時間にほっと一息笑顔がこぼれた一コマ

（平成17年参加者による文集より）



私有林（個人）
7,669ha
56％

国有林
5,078ha
37％

県有林
341ha 2％

私有林（法　人）
279ha 2％

町有林
199ha 1％

私有林（他法人）
280ha 2％
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　去る10月16日、第１号となる「紫波
企業の森づくりに関する協定書」調印
式が行われ、現在、工事が進められて
いる火葬場の建設と維持管理を請け負
う企業「故

ふる

郷
さと

の山（佐々木盛雄代表取
締役）」と協定を結びました。社会貢
献のために町の趣旨に賛同した同社
は、この協定により、新火葬場を囲む
山林の間伐や下草刈りなどの保全活動
を10年間行います。

協定締結第１号

調印後に握手を交わす佐々木社長と藤原町長

　町の森林面積は町全体の約60％に当たる13,846㌶です。その63％
8,768㌶が民有林で、その41.2％がスギを主体とした人工林です。こ
の人工林は56％が40年生以下で間伐や枝払いなどの手入れを必要と
するため、町は健全な森づくりを進める努力をしています。
　しかし、木材価格の低迷や後継者不足などにより、管理されずに
放置されている森林が増えています。町は、企業と地域が一体となっ
て森林を保全する仕組みをつくっていきたいと考えています。

町が目指す「企業の森」構想
　

企
業
の
森
づ
く
り
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
か
つ
て
の
緑
豊
か
な
森
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
地

域
の
林
業
振
興
、森
林
の
保
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
は
「
企
業
の
森
」
対
象
地
と
し
て
町
内
の
山

林
三
十
カ
所
を
選
定
し
、
企
業
の
活
動
形
態
に
即

し
た
場
所
で
、
イ
メ
ー
ジ
に
沿
っ
た
森
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
用

意
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
企
業
の
森
」
に
よ
る
森
林
整
備
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
森
林
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
公
益

的
な
機
能
の
維
持
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

 

地
域
も
企
業
も
効
果
に
期
待

■ 町内森林の状況

町の森林は
全体で

13,846ha

 ※100ha=1辺が1kmの正方形の面積
 ※森林整備計画書より（平成18年度改正）
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　生活とともにあった里山を再生するために、町
はNPO法人紫波みらい研究所や民間と協働によ
る森づくりを行っています。

 １ ボランティアの活動
　NPO法人紫波みらい研究所は、住民と國學院
大学生の共同作業をプロデュースし、住民が里山
へ関心を向ける活動を行っています。平成19年４
月には、町民による森林ボランティア組織「森

しん

和
わ

会」が設立されました。

 ２ 県民参加の森林づくり促進事業
　「いわての森林づくり県民税」を活用して、「県
民参加の森林づくり促進事業」が創設されました。
県内から30地区、町からは大巻、彦部、水分の３
地区が採択されました。
 
 ３ 共生植林事業
　「木の実はクマに、用林は人に」を合い言葉に
共生植林事業を実施しています。町有林の「平成
の森」で中学生を中心に植林や育林作業を毎年
行っています。（右写真）

森づくり・里山づくり

■ 協定締結による役割と効果

○資金や労働力の提供
○環境貢献や社会貢献の場
としての活用による企業
イメージの向上
○社員・家族の福利厚生の場
としての活用
○森林観察・環境教育の場と
しての活用

○森林や交流の場などを提供
○森林整備の推進
○水源の保全
○交流による地域の活性化
○雇用の創出

町の役割
○活動の場となる森林を用意

○公的な広報協力

　

企
業
か
ら
の
資
金
提
供
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
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森
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来
の
機
能
が
維
持
さ
れ
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多
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富
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環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
、
森
林
組
合
の
専

門
家
た
ち
が
除
伐
、
間
伐
、
枝
打
ち
な
ど
の
作
業

を
行
い
ま
す
。

　

ま
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作
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通
じ
て
、
将
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の
森
林
保

全
を
担
う
技
術
者
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若
者
の
育
成
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
企
業
側
も
体
験
と
し
て
加
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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普
及
啓
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活
動
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ふ
れ
あ
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活
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植
樹
体
験
を
推
進
し
な
が
ら
、
同
様
の
体
験
学
習

を
企
業
の
皆
さ
ん
や
全
国
の
人
た
ち
に
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
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町
の
森
林
資
源
の
活
用
を
地
域
で
の
実

践
を
通
じ
て
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全
国
に
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

　
資
金
の
使
い
道

森林所有者や
地域の役割と効果企業の役割と効果

　町は、間伐などの保全活動を必要とする森ばかりでなく、下草刈りや植樹
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　企業の独自の活動や地域との協働の取り組みを
広く町内外に情報発信します。



　「循環型まちづくり」を進める町
は、全国的に注目されており、国
内はもとより海外からも視察団が
訪れています。10・11 月に訪れた
団体を紹介します。

10/16 兵庫県福崎町議会 7人
10/17 地域パートナーシップ支援センター 7 人
10/20 有機資源協会 15人
10/21 森林総合研究所 4人
11/11 茨城県常陸大宮市 9人
11/12 京都府宮津市議会 7人
11/13 函館市農業委員会 10人
11/20 秋田県林業研究グループ 17人

視察団の皆さん
視察訪問視察訪問

紹 介
8・9
月

　「循環型まちづくり」を進める町
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はもとより海外からも視察団が訪
れています。１０・１１月に訪れた団
体を紹介します。

10/16 兵庫県福崎町議会7人
10/17地域パートナーシップ支援センター 7人
10/20有機資源協会15人
10/21森林総合研究所4人
11/11茨城県常陸大宮市9人
11/12京都府宮津市議会7人
11/13函館市農業委員会10人
11/20秋田県林業研究グループ17人

視察団の皆さん

視察訪問視察訪問
紹 介

8・9
月

えこ３堆肥ができるまで

えこ３堆肥使用の
農産物をブランド化
えこ３堆肥使用の
農産物をブランド化

　えこ３堆肥は、町内の畜産農家から出る畜糞（牛、豚、鶏）
と事業所の生ごみに、もみ殻、炭、粉砕カキ殻などを混ぜ合
わせ、土着菌を使って発酵させた完熟たい肥です。
　えこ３堆肥を使用する農地を登録し、そこで生産された農
産物は「えこ３堆肥使用マーク」を表示して販売できます。

　高品質な生産物を安定的に生産するためには、良質な完熟たい肥の施用
による健康な土づくりが大切です。「えこ 3 堆肥」を利用する農家が、作物
ごとの生育に即した土づくりの取り組みに関する情報を発信することで、
そのほ場から生産された農産物に対する付加価値の向上を目指します。

たい肥の原料となる
牛ふんです。

農家から集めた畜ふんをトラックで
「えこ３センター」に運び込みます。

畜ふんに「もみ殻」などの
副資材を混ぜます。

原料ごと（牛、豚、鶏）に
袋詰めされます。

大きなネギを収穫する大巻地区の佐藤克己さん大きなネギを収穫する大巻地区の佐藤克己さん

土
を
元
気
に
す
る

「
紫
波
み
ら
い
た
い
肥
」は

三
五
十
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

二次発酵棟では 60日間
熟成させます。

一次発酵棟では 30日間 70℃で
発酵させます。

炭も混ぜています。

給食センターやスーパーマーケット
から出た食品残さも原料に使って
います。

食品残さは粉砕、脱水して
たい肥に混ぜます。

ん
め
ぇ
〜

野
菜
だ
じ
ぇ
〜

ん
め
ぇ
〜

野
菜
だ
じ
ぇ
〜

右側の白い山は山田町のカキ
殻。これで海のミネラルを補充
します。左側はたい肥の発酵に
欠かせない「土着菌」稲の切り
株や竹林、ワインの絞りかすな
どから採取します。

登録から販売までの流れ登録から販売までの流れ生産者

・登録証
・ほ場表示板　交付

登録料 支払い

えこ3堆肥
使用マーク交付農産物の

生産

販　売

えこ3堆肥
使用マーク

循環型農業
生産物普及
協　議　会

❶
ほ場の
登録

❷調査

❸ほ場表示板設定
❹栽培記録簿記帳

現地調査

❻
点
検

『えこ3堆肥
  使用マーク』を
 農産物の陳列コ
 ンテナに表示

❺

◆問合せ
　循環型農業生産物普及協議会
　（役場環境課）　☎672-2111　内線3512
　えこ３センター　☎672-7878

たい ふん
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体協だより ●発 行● 財団法人 紫波町体育協会
☎ 676-2650
E-mail:taikyou@gymna-shiwa.jp

○北京オリンピックホッケー女子
　日本代表「小沢みさき選手」
　「少年団員から『さくらJAPAN』への道のり」
と題して講習会を開催しました。小沢選手は「自
分に大きな影響力を与えてくれたのは小学校のと
きに指導してくれた先生で、技術面はさることな
がら『ホッケーを楽しむことが大切』との教えの
言葉が今でも自分の基本となっている。北京オリ
ンピックではメダルを意識しすぎたため楽しむこ
とを忘れてしまった」と振り返っていました。ま
た「自分の原点となるその言葉をもう一度思い
出しロンドンオリンピックに挑戦する」と力強く
語ってくれました。

　長岡児童館年長組が自分の自転車を持参し、自転車競技場の
走行体験をしました。子どもたちはプロの競輪選手から自転車競
技場の説明を聞いて、最大斜度34度のバンクや選手の足の筋肉
を見てびっくり。感動と驚きいっぱいの一日でした。また、中三
スポーツ教室では参加者21人が紫波総合高自転車競技部の猿舘・
吉野両教諭の指導の下、競技用自転車に挑戦しました。初めは
ブレーキの無い自転車にとまどいを見せながらも、駆け引きをし
ながらの競技場１周競争をするまでに。ホッケー日本代表の小沢みさき選手も挑戦し初めての走行トレーニング
に「自分をさらに進化させたい」と目を輝かせました。
　平成28年の岩手国体に向け、町は自転車競技の開催地として立候補しました。町全体で国体を盛り上げられる
ためにも、皆さんも自転車競技場のバンクを体感してみては。

○広島アジア大会ボクシングライト級チャンピオン「八重樫剛氏」
　「『34歳の復活！』～勝利への執念～」と題して県民体育大会紫波町選手団
の選手強化研修会として講習会を行いました。「昨年、岩手国体以来、ボクシ
ングとして初めて成年少年共に国体出場を逃したことに一念発起し現役復帰を
決意しました。年齢や長年のブランク、そしてアジア大会以来無敗で引退した
というプライドを気遣い、周囲からは反対の声が聞こえましたが、再びリング
に上がる気持ちは変わりませんでした」と話す八重樫氏。強い気持ちを持ち続
け練習に打ち込んだ結果、見事東北総合体育大会で優勝し、ボクシング関係者
だけでなく、岩手のスポーツ界へ大きな刺激を与えた八重樫氏の講演でした。

世界で活躍しているアスリートによる
講習会を開催

幼児からアスリートが自転車競技場体験

熱い思いを伝える八重樫氏

初めての自転車競技場にドキドキ走行する児童たち

スティックとボールを使いながら講演する小沢選手
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　職場体験のため
に６人の中学生が総
合体育館とサン・ビ
レッジ紫波を訪れま
した。体育協会職員
から説明を受けなが
ら、日ごろの仕事を
３日間体験しました。

「利用者へ安全に施
設を貸し出すための

裏方作業を初めて知ることができた」と感想を話して
いました。

　途中で小雨が降る肌寒い中での開
催でした。130人を超える参加があ
り盛況でした。申告タイムに近いタ
イムでゴールを目指すファミリーの
部には３才の幼児も参加。万一の臨
時救急隊に紫波総合高校自転車競
技部が応援に駆け付け、自転車に
AED・救急セットを積んで伴走し
ました。

町民マラソン大会は伴走車にAED

60人を超える小学生ランナーが一斉にスタート

　紫波第二中学校の全校生徒182人が、運動公園陸上
競技場の凍上防止作業を奉仕しました。この作業はラ
インの浮き上がり、くぎ抜けを防ぐためのもので、ラ
インの上に古い消防用ホースをかぶせて重しを置きま
す。日本陸上連盟公認で今年張り替えたばかりのライ
ンを時期張り替えの５年後まで維持するための保護対
策です。慣れた手つきで作業をした３年生は今回が最
後。３年間ありがとうございました。

今年も紫波二中生に感謝！
慎重に安全に作業する二中生

◆日　　時
　公開練習　12月21日（日）  午後１時〜５時
　　　　　　　　22日（月）  午前９時～午後５時
　公開演技　12月23日（祝）  午後１時～３時　
◆参加高校　北上翔南高校、白百合学園高校、盛岡第三高校

　女子新体操競技は、女性独特の柔軟性を生かしたしなやかさや体全体を使っ
た演技構成で、フープやボール、リボンなどといった手具を操作しながら行い
ます。表現豊かな華麗な舞を目の前で観戦し、人間の極限の美を堪能していた
だきます。

『華麗なるステージ』
～女子新体操～

◎年末年始のお知らせ◎
休館日

12月30日（火）～1月1日（木）
　次の日は、総合体育館（小
アリーナを除く）を開館します
が、個人利用のみとして、団
体利用はできません。

12月29日（月）
　 午前９時～午後３時まで
１月２日（金）、３日（土）
　 午前10時～午後５時まで

お知らせ

真剣なまなざしで説明を聞く生徒たち

　３年後の北東北インターハイ、８年後の岩手
国体を見据えた強化策として、県内で活躍する
三つの女子新体操部が強化合宿を行います。練
習風景と総仕上げを公開し、町民に華麗な舞を
披露していただくこととなりました。

紫波一中２年生が職場体験
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案
内
役
は
大
平
セ
イ
さ
ん
で
す
。

　

こ
ち
ら
は
正し

ょ
う
お
ん
じ

音
寺
と
い
う
お
寺
さ
ん
で
、
い
つ

訪
れ
て
も
四
季
折
々
の
草
花
が
迎
え
て
く
れ
ま

す
。
中
で
も
珍
し
い
孔
雀
柏
と
い
う
木
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
正
音
寺
の
銅
鐘
は
約
四
百
年
前

の
作
で
盛
岡
法
輪
院
の
鐘
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。
明
治
二
十
四
年
に
法
輪
院
が
廃
寺
と
な
っ

た
折
に
譲
り
受
け
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
高

さ
百
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
直
径
七
十
六
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
重
厚
な
作
り
で
竜
頭
に
は
龍り

ゅ
う

面め
ん

、
撞つ

き

座ざ

に
は
九く

よ
う
せ
い
も
ん

曜
星
紋
、
周
囲
に
蓮れ

ん

華げ

を
配
し

て
い
ま
す
。
越
前
守
藤
原
家い

え

綱つ
な

の
作
銘
が
あ
り
、

南
部
藩
お
抱
え
鋳
物
師
鈴
木
氏
の
初
代
と
の
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。
正
音
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
木

造
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

天て
ん

立り
つ

像ぞ
う

は
、
か
つ
て
は
同
じ
赤
沢
地
区

の
白
山
神
社
の
ふ
も
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
平
泉

藤
原
氏
三
代
秀ひ

で

衡ひ
ら

公
が
建
立
し
た
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

堂
内
に

安
置
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
堂
に

は
毘
沙
門
天
立
像
を
中
心
に
降ご

う

三ざ
ん

世ぜ

明み
ょ
う

王お
う

・
軍ぐ

ん

荼だ

利り

明み
ょ
う

王お
う

・
大だ

い

威い

徳と
く

明み
ょ
う

王お
う

・
金こ

ん

剛ご
う

夜や

叉し
ゃ

明み
ょ
う

王お
う

が
並
び
、

い
ず
れ
も
県
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
仏
像
は
平
安
時
代
没
期
の
作
で
桂
材
一
本
造

り
で
す
が
、
腐
食
が
著
し
く
両
腕
、
両
足
が
欠
損

し
て
い
ま
す
。

　

正
音
寺
で
は
、
大
晦
日
の
除
夜
の
鐘
を
ど
な
た

で
も
撞つ

く
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
百
八
つ
の

煩
悩
を
、
鐘
を
撞つ

い
て
は
ら
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　町の史跡などにまつわる歴史や伝説を自分たちで調べ、郷土史に詳しい先生を講師に勉強会を重ねてボランティアでガイドをしているグループです。メンバー
はみんなガイドも郷土史についても全くの素人でしたが、平成16年春、商工会女性部が企画した町内史跡めぐりに参加した一人が「この感動を皆さんにも伝え
たい」と思いたって同志を集め、平成17年１月に６人で発足。その後、ガイドを職業とする人も加わって９人となり、現在は主に６人で活動をしています。その
名のとおり、“しゃべる”のが大好きな６人を案内人として、ぶらり町歩きをしてみましょう。皆さんも知らない言い伝えや歴史に出会えるかもしれません。

町の案内人として活躍するボランティアガイド「しゃ・べーる」の皆さんをご存じですか？

境内左にあるお堂に毘沙門天立像が安置されている

県指定文化財の木造毘沙門天立像山門すぐとなり鐘楼堂と案内役の大平さん

ボランティアガイド しゃ・
べーる

と

その

法廣山「正音寺」
平安の息吹伝える毘沙門天除雪作業のお知らせ
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雪が降る前の準備

１．庭木の枝が道路に張り出している家は、枝の切り
落としにご協力ください。

２．道路に面した山林の所有者は、枯れるなどして倒
れやすくなっている木を事前に確認し、処理する
ようにお願いします。

除雪作業にあたってのお願い

１．路上駐車はおやめください。
２．敷地内の雪を道路に出さないでください。
３．除雪機械の特性から、除雪した雪が住宅の入り口

付近に残ることがありますが、地域の皆さんや各
世帯での除去にご協力ください。

４．吹きだまりなどで通行しづらい所や、凍結により
融雪剤が必要な場合はご連絡ください。

除雪作業の時間帯
　
　深夜から早朝にかけて行う場合は、車道は朝６時30
分完了を、歩道は７時完了を目標に作業します。また、
積雪の状況によっては日中でも除雪作業を行います。
※積雪量や積雪の時間帯、地域事情よって完了時間が

異なりますのでご理解をお願いします。

除雪路線と除雪方法

　機械作業のため、幅員４ｍ以上の道路を対象に、通
勤通学に重要な路線（２車線の基幹路線、歩道）を優
先し、そのほかの道路は、生活上利用度が高いと判断
される生活路線を対象に行います。

※10㎝以下の積雪でも、圧雪、わだちなどの路面状態の
悪化を防ぐため、地域ごとの道路状況を判断し生活路
線の除雪を行う場合があります。

◆ 問合せ ◆

 町　　道→土木課  施設管理室　☎672-2111　　　
　　　　 　内線5142・5143　有線01-8911
 国道４号
 　→国土交通省 盛岡国道維持出張所　☎636-0018
 国道４号以外 の国道・県道
 　→盛岡地方振興局土木部　☎629-6646
 高速道路
　 →東日本高速道路株式会社　☎0570-024-024

除雪を行う積雪量の目安 除雪を行う路線

おおむね15㎝以上の積雪が
見込まれるとき

基幹路線、歩道、
生活路線

おおむね10㎝程度の積雪の
場合 基幹路線、歩道

　右の案内図３カ所のほ
か、住宅地内では公園をご
利用ください。ご利用の際
は、奥の方から置いていた
だくようお願いします。

●薬師神社 紫
波
中
央
駅

サン・
ビレッジ
紫波

新
天
神
橋

滝名川

堤防

志
和
橋

けやき
学園

自転車
競技場

●

※■■が雪捨て場です。　雪以外は捨てないでください。

紫波中央駅前地内
（薬師神社付近）

滝名川河川敷
（新天神橋・志和橋下流）

牡丹野
（町資材置場）

●薬師神社 紫
波
中
央
駅

サン・
ビレッジ
紫波

新
天
神
橋

滝名川

堤防

志
和
橋

けやき
学園

自転車
競技場

●

※■■が雪捨て場です

紫波中央駅前地内
（薬師神社付近）

滝名川河川敷
（新天神橋・志和橋下流）

牡丹野
（町資材置場）

雪捨て場の
ご案内

除雪作業のお知らせ



受
賞
者
紹
介

ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
尽
力

町
長
へ
の
報
告
に
訪
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員

福
田
　

惇
さ
ん
（
赤
沢
）

法
務
大
臣
表
彰

十
月
一
日
付

　

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
、
十
年
間
に
わ
た
り
町
の
ふ
れ

あ
い
相
談
所
（
心
配
事
相
談
）
で
相
談

業
務
を
担
う
ほ
か
、
学
校
や

街
頭
で
の
人
権
啓
発
活
動
に

尽
く
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
受

賞
。
平
成
十
八
年
か
ら
二
年

間
、
盛
岡
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
の
常
務
委
員
を
務
め
て

い
ま
す
。

統
計
調
査
員

石
杜
照
男
さ
ん
（
佐
比
内
）

経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局
調
査

統
計
部
長
統
計
調
査
感
謝
状

十
月
十
八
日
付

　

二
十
四
年
の
統
計
調
査
員
歴
で
十
回

の
経
済
産
業
省
所
管
統
計
調
査
に
従
事

し
た
功
労
に
よ
る
受
賞
。

紫
波
警
察
署
少
年
補
導
職
員

石
川
久
枝
さ
ん

日
本
善
行
会
表
彰
　

十
一
月
二
十
一
日
付

　

少
年
補
導
職
員
と
し
て
十
八
年
間
、

一
関
市
、
盛
岡
市
、
紫
波
町
で
非
行
少

年
の
補
導
、
年
少
者
へ
の
教
育
や
指
導

に
尽
く
し
た
功
績
に
よ
る
受
賞
。

紫
波
警
察
署
少
年
補
導
職
員

藤
原
由
美
子
さ
ん

社
団
法
人
岩
手
県
青
少
年
育
成
県
民
会

議
表
彰
　

十
一
月
八
日
付

　

少
年
補
導
職
員
と
し
て
八
年
間
、
非

行
少
年
の
補
導
、
年
少
者
へ
の
教
育
や

指
導
に
尽
く
し
た
功
労
に
よ
る
受
賞
。

紫
波
町
更
生
保
護
女
性
の
会

（
会
長 

西
田
キ
ク
ヱ
さ
ん
）

社
団
法
人
岩
手
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

（
会
長
県
知
事
）
表
彰  

十
一
月
八
日
付

　

「
ふ
れ
あ
い
お
茶
会
」
を
通
じ
て
十
八

年
間
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
と
地
域

住
民
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
行
い
、
少
年

非
行
防
止
と
非
行
少
年
た
ち
の
更
生
活

動
に
尽
く
し
た
功
労
に
よ
る
受
賞
。

ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

（
代
表
藤
原
静
子
さ
ん
）

岩
手
県
社
会
福
祉
大
会（
大
会
長
県
知
事
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
団
体
表
彰
　

十
一
月
十
日
付

　

就
学
前
児
童
と
保
護
者
を
対
象
に
十

一
年
に
わ
た
り
子
育
て
支
援
活
動
を

行
っ
て
き
た
功
労
に
よ
る
受
賞
。

紫
波
町
学
校
給
食
食
材
生
産
供
給
組
合

（
組
合
長
佐
藤
農
憲
さ
ん
）

岩
手
県
食
育

優
良
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

十
一
月
二
十
五
日
付

　

安
心
な
地
元
産
の
野
菜
を
学
校
給
食

用
に
提
供
し
、
食
育
に
貢
献
し
た
功
績
。

◆
十
一
月
五
日
に
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成

二
十
年
度
岩
手
教
育
の
日
記
念
行
事
」
に
お
い
て
、

町
か
ら
四
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

○
教
育
功
労
者
表
彰

　

【
学
　

校
　

医
】
足
澤
輝
夫
さ
ん
、
城
戸
正
美
さ
ん

　

【
学
校
歯
科
医
】
岡
田
憲
さ
ん

　

【
学
術
、文
化（
文
化
財
）】
泉
舘
重
雄
さ
ん

◆
十
月
九
日
に
県
民
会
館
で
行
わ
れ
た
「
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
県
民
大
会
」
に
お
い
て
、
町
か
ら
三

人
と
一
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

○
感
謝
状

　

【
一
般
功
労
団
体
】

　
　

紫
波
総
合
高
等
学
校
茶
道
部
（
代
表
高
橋
綾
子
）

○
表
彰
状

　

【
優
良
団
体
】

　
　

古
館
地
区
防
犯
協
会
（
代
表
戸
塚
秀
一
）

　

【
功
労
者
】

　
　

齊
藤
富
喜
子
さ
ん
（
紫
波
町
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
）

　

【
役
職
員
】

　
　

藤
井
　

宏
さ
ん
（
佐
比
内
地
区
防
犯
協
会
）

藤原静子代表（右）と佐々木房子事務局長

　「町長への手紙」は、町政に対するご意見やご提案を出して
いただき、町長が実際に目を通した上で、担当する部署が対応
しお返事するとともに、今後の町づくりに役立てていきます。

◆ご利用方法
○しわネットに折り込んである用紙をお使いください。（年
４回折り込み）点線に沿って折り、のり付けすると封筒に
なります。切手をはらずにそのまま投函してください。
○ファクシミリでそのまま送信されてもかまいません。
○私製の封筒、はがき、電子メールでも受け付けますので「町
長への手紙」と明記し、住所・氏名・電話番号をご記入の上
送付してください。匿名での投書はご遠慮ください。

◆問合せ　企画課　情報政策室　☎672-2111
　　　　　内線3232　　 joho@town.shiwa.iwate.jp

　有線放送で毎月第
１火曜日の夕方に放
送されている「町長
対談」が、地区公民
館などに設置してい
るキオスク端末でご
覧いただけます。有線放送アナウンサーの佐藤博子さん
との対談形式で、藤原町長が町の施策や方針、イベント
のご案内をします。

日詰地区 Ａさん 

「インフルエンザの予防接種について、町は高齢
者に対する費用の一部を援助していますが、子
どもたちにも同様に援助できないものですか」
「昭和 51 年に定められた予防接種法により、３歳
から高校生までに対してインフルエンザ予防接種
を実施しましたが、平成６年の改正により、任意
の予防接種として位置付けられました。このこと
から乳幼児のインフルエンザ予防接種については
一律に接種を勧めるのではなく、保護者がお子さ
んの健康状態や体力などを考慮した上で、接種す
るかどうかを判断するのが良いと考えています。
また、乳幼児への予防効果は成人の半分程度と考
えられ、接種の必要性については専門家の間でも
意見が統一していないという実態がありますこと
から、町では費用に対する補助を行っていない現
状です。今後、国、県の指導を受けて検討しますが、
本年度の実施は予定していませんので、ご了承を
お願いします」

古館地区 Ｂさん

「夜間の道路が暗くて危険ですので、街灯の設置
をお願いします」
「当町における街灯の維持管理は、それぞれの設置
環境や条件の相違により、次のような形態により
行われています。
　① 維持管理・電気料負担ともに町が負担
　② 維持管理は地元、電気料負担は町が負担
　③ 維持管理・電気料負担ともに地元が負担
　④ 維持管理・電気料負担ともに商店街が負担
　⑤ 維持管理・電気料負担ともに県が負担
　⑥ 維持管理・電気料負担ともに国が負担
 Ｂ様のご自宅周辺にあります街灯は②に相当し、
日常の維持管理を地元で行っていただくことに
なっております。行政区長に相談の上、地元の人
たちによる対応をお願いします。なお、街灯に関し
ては、町民の皆様よりさまざまなご意見やご要望
を賜っており、そのあり方について再検討の必要
性を感じているところです。厳しい町財政状況の
中で、設置や維持、管理に努めておりますことを
何卒ご理解くださいますようお願いします」

これまでに届いた手紙を紹介します。

「町長対談」放映中！「町長対談」放映中！

Ｑ

A

Ｑ

A

藤原町長に手紙でご意見やご提案を
お寄せください
藤原町長に手紙でご意見やご提案を
お寄せください
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導
、
年
少
者
へ
の
教
育
や

指
導
に
尽
く
し
た
功
労
に
よ
る
受
賞
。

紫
波
町
更
生
保
護
女
性
の
会

（
会
長 

西
田
キ
ク
ヱ
さ
ん
）

社
団
法
人
岩
手
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

（
会
長
県
知
事
）
表
彰  

十
一
月
八
日
付

　

「
ふ
れ
あ
い
お
茶
会
」
を
通
じ
て
十
八

年
間
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
と
地
域

住
民
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
行
い
、
少
年

非
行
防
止
と
非
行
少
年
た
ち
の
更
生
活

動
に
尽
く
し
た
功
労
に
よ
る
受
賞
。

ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

（
代
表
藤
原
静
子
さ
ん
）

岩
手
県
社
会
福
祉
大
会（
大
会
長
県
知
事
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
団
体
表
彰
　

十
一
月
十
日
付

　

就
学
前
児
童
と
保
護
者
を
対
象
に
十

一
年
に
わ
た
り
子
育
て
支
援
活
動
を

行
っ
て
き
た
功
労
に
よ
る
受
賞
。

紫
波
町
学
校
給
食
食
材
生
産
供
給
組
合

（
組
合
長
佐
藤
農
憲
さ
ん
）

岩
手
県
食
育

優
良
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

十
一
月
二
十
五
日
付

　

安
心
な
地
元
産
の
野
菜
を
学
校
給
食

用
に
提
供
し
、
食
育
に
貢
献
し
た
功
績
。

◆
十
一
月
五
日
に
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成

二
十
年
度
岩
手
教
育
の
日
記
念
行
事
」
に
お
い
て
、

町
か
ら
四
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

○
教
育
功
労
者
表
彰

　

【
学
　

校
　

医
】
足
澤
輝
夫
さ
ん
、
城
戸
正
美
さ
ん

　

【
学
校
歯
科
医
】
岡
田
憲
さ
ん

　

【
学
術
、文
化（
文
化
財
）】
泉
舘
重
雄
さ
ん

◆
十
月
九
日
に
県
民
会
館
で
行
わ
れ
た
「
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
県
民
大
会
」
に
お
い
て
、
町
か
ら
三

人
と
一
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

○
感
謝
状

　

【
一
般
功
労
団
体
】

　
　

紫
波
総
合
高
等
学
校
茶
道
部
（
代
表
高
橋
綾
子
）

○
表
彰
状

　

【
優
良
団
体
】

　
　

古
館
地
区
防
犯
協
会
（
代
表
戸
塚
秀
一
）

　

【
功
労
者
】

　
　

齊
藤
富
喜
子
さ
ん
（
紫
波
町
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
）

　

【
役
職
員
】

　
　

藤
井
　

宏
さ
ん
（
佐
比
内
地
区
防
犯
協
会
）

藤原静子代表（右）と佐々木房子事務局長

　「町長への手紙」は、町政に対するご意見やご提案を出して
いただき、町長が実際に目を通した上で、担当する部署が対応
しお返事するとともに、今後の町づくりに役立てていきます。

◆ご利用方法
○しわネットに折り込んである用紙をお使いください。（年
４回折り込み）点線に沿って折り、のり付けすると封筒に
なります。切手をはらずにそのまま投函してください。
○ファクシミリでそのまま送信されてもかまいません。
○私製の封筒、はがき、電子メールでも受け付けますので「町
長への手紙」と明記し、住所・氏名・電話番号をご記入の上
送付してください。匿名での投書はご遠慮ください。

◆問合せ　企画課　情報政策室　☎672-2111
　　　　　内線3232　　 joho@town.shiwa.iwate.jp

　有線放送で毎月第
１火曜日の夕方に放
送されている「町長
対談」が、地区公民
館などに設置してい
るキオスク端末でご
覧いただけます。有線放送アナウンサーの佐藤博子さん
との対談形式で、藤原町長が町の施策や方針、イベント
のご案内をします。

日詰地区 Ａさん 

「インフルエンザの予防接種について、町は高齢
者に対する費用の一部を援助していますが、子
どもたちにも同様に援助できないものですか」
「昭和 51 年に定められた予防接種法により、３歳
から高校生までに対してインフルエンザ予防接種
を実施しましたが、平成６年の改正により、任意
の予防接種として位置付けられました。このこと
から乳幼児のインフルエンザ予防接種については
一律に接種を勧めるのではなく、保護者がお子さ
んの健康状態や体力などを考慮した上で、接種す
るかどうかを判断するのが良いと考えています。
また、乳幼児への予防効果は成人の半分程度と考
えられ、接種の必要性については専門家の間でも
意見が統一していないという実態がありますこと
から、町では費用に対する補助を行っていない現
状です。今後、国、県の指導を受けて検討しますが、
本年度の実施は予定していませんので、ご了承を
お願いします」

古館地区 Ｂさん

「夜間の道路が暗くて危険ですので、街灯の設置
をお願いします」
「当町における街灯の維持管理は、それぞれの設置
環境や条件の相違により、次のような形態により
行われています。
　① 維持管理・電気料負担ともに町が負担
　② 維持管理は地元、電気料負担は町が負担
　③ 維持管理・電気料負担ともに地元が負担
　④ 維持管理・電気料負担ともに商店街が負担
　⑤ 維持管理・電気料負担ともに県が負担
　⑥ 維持管理・電気料負担ともに国が負担
 Ｂ様のご自宅周辺にあります街灯は②に相当し、
日常の維持管理を地元で行っていただくことに
なっております。行政区長に相談の上、地元の人
たちによる対応をお願いします。なお、街灯に関し
ては、町民の皆様よりさまざまなご意見やご要望
を賜っており、そのあり方について再検討の必要
性を感じているところです。厳しい町財政状況の
中で、設置や維持、管理に努めておりますことを
何卒ご理解くださいますようお願いします」

これまでに届いた手紙を紹介します。

「町長対談」放映中！「町長対談」放映中！

Ｑ

A

Ｑ

A

藤原町長に手紙でご意見やご提案を
お寄せください
藤原町長に手紙でご意見やご提案を
お寄せください

15 12月号

☎019-671-7060 　0120-493651☎019-671-7061

エルミタージュ美容室GIRAF

　あなたの健康を考え
る美容室です。ヘアー
カラーをするほど髪に
コシ・ハリ・ツヤが生
まれます。頭皮が健康
になれば髪も健康に！
信じてみようと思う方
がお客様です。

キッズルーム完備で小さなお子様連れでも
安心のサロン。キッズカット1,000円（小学
6年生まで。シャンプーなし）の料金設定も
ママに優しい。ご家族でどうぞ♪

水分神社のお水がいいからここにしました！水分神社のお水がいいからここにしました！

キッズルーム完備の
  アットホームなお店♪
キッズルーム完備の
  アットホームなお店♪

紫波町吉水字祭田160番1 1Ｆ紫波町吉水字祭田160番1  2Ｆ

広報持参のお客様1,000円OFF（キッズカット除く）
さらにテッシュボックス5箱プレゼント
広報持参のお客様1,000円OFF（キッズカット除く）
さらにテッシュボックス5箱プレゼント
広報持参のお客様1,000円OFF（キッズカット除く）
さらにテッシュボックス5箱プレゼント

デトックスカラー
（通常8,925円）

20％OFF

新規の方に限り

●1枚につき1名様1回のみご利用可
●受付時にご提示ください。
●ほかの割引券との併用不可。
●有効期限：平成20年12月30日まで

ラ・フランス
●温泉館 JA水分●

↑盛岡

紫波中央駅→

GS●

●麺屋八代美容室GIRAF
エルミタージュ1F

2F

 営 8：30～18：00（受付）

 休 月曜日、
　 第3火曜日
 P あり
★予約先行

 営 10：00～18：00（受付）

12/30
まで



16

　

紫
波
町
連
合
婦
人
会
（
瀬
川
智
子
会

長
）
は
、
抗
が
ん
剤
の
副
作
用
か
ら
髪

の
毛
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
が
ん
患
者
の

た
め
に
、
タ
オ
ル
を
使
い
手
縫
い
し
た

帽
子
三
十
九
個
を
、
岩
手
ホ
ス
ピ
ス
の

会
佐
々
木
順
子
副
代
表
と
会
員
の
菊
池

利
子
さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
副
代
表
は
「
タ
オ
ル
生
地
は

汗
を
吸
い
衛
生
的
。
手
作
り
の
気
持
ち

が
う
れ
し
い
と
全
国
か
ら
反
響
が
あ
り

ま
す
。
い
た
だ
い
た
帽
子
は
希
望
者
に

お
配
り
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

赤
沢
小
学
校
四
年
生
の
児
童
十
六
人

が
、
地
域
を
知
る
社
会
の
授
業
と
し
て
、

昔
な
が
ら
の
農
業
機
具
を
使
用
し
た
脱
穀

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
協
力
し
た
赤
沢
公
民
館
の
高
野
基
館
長

は
「
民
俗
資
料
館
が
完
成
し
た
三
年
前
か

ら
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は

昔
な
が
ら
の
農
作
業
工
程
を
知
っ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
語
り
、
体
験
し
た
四
年
生
の
平

舘
圭
太
く
ん
は
「
疲
れ
る
け
ど
昔
の
農
作

業
は
楽
し
い
」と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

役
場
税
務
課
の
職
員
に
よ
る
税
金
出

前
講
座
が
町
内
三
つ
の
小
学
校
で
開
か
れ

ま
し
た
。
消
費
税
な
ど
児
童
た
ち
も
納
税

し
て
い
る
身
近
な
税
金
を
例
え
に
「
み
ん

な
が
納
め
る
税
金
は
み
ん
な
の
た
め
の
施

設
や
サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
る
会
費
の
よ
う

な
も
の
。
町
内
の
小
学
校
全
児
童
に
係
る

一
年
間
の
教
育
費
用
は
約
十
七
億
円
」
な

ど
と
税
務
課
職
員
が
説
明
。
ま
た
、
税
金

が
無
く
な
っ
た
世
の
中
を
分
か
り
や
す
く

表
現
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ
メ
を
上
映
し
ま
し

た
。

　

社
会
福
祉
法
人
紫
波
会
の
介
護
老
人

福
祉
施
設
に
い
や
ま
荘
（
中
田
興
治
所

長
）
は
、
高
齢
者
福
祉
施
設
と
し
て
日

ご
ろ
か
ら
社
会
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
、

職
員
が
で
き
る
こ
と
で
地
域
に
貢
献
で
き

る
活
動
は
な
い
か
考
え
、
職
員
に
よ
る
エ

コ
活
動
を
実
施
。
実
行
委
員
長
の
小
山

内
幸
子
さ
ん
を
中
心
に
同
施
設
や
職
員

の
家
庭
か
ら
空
き
缶
や
段
ボ
ー
ル
な
ど

を
回
収
し
、
収
益
金
で
車
イ
ス
を
購
入
。

選
挙
な
ど
で
利
用
の
あ
る
地
元
の
赤
石

公
民
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

11/5

婦
人
会
が
タ
オ
ル
帽
子
を
手
作
り

が
ん
患
者
に
心
の
こ
も
っ
た
贈
り
物

11/6

赤
沢
小
児
童
が
地
域
の
学
習

昔
な
が
ら
の
脱
穀
体
験

11/10

税
金
の
役
割
を
知
る
講
座

「
も
し
税
金
が
無
く
な
る
と
・
・
・
」

11/13

に
い
や
ま
荘
の
職
員
が

赤
石
公
民
館
に
車
イ
ス
を
寄
贈

帽子を手にする岩手ホスピスの会佐々木副代表
（右から5番目）と婦人会の皆さん

地域の人に教わりながら古い農業機具を体験する児童

一億円のレプリカを実際に手にとって重さを体感佐藤雄一館長（左）に車イスを寄贈する中田所長（右）と
小山内実行委員長（中）
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紫
波
町
交
通
指
導
隊
が
発
足
四
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
式
典
が
ナ
ッ
ク

ス
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約
八
十

人
が
出
席
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
交
通
事

情
の
変
化
な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
交

通
安
全
思
想
の
普
及
と
飲
酒
運
転
撲
滅

に
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
現
在
の
隊

員
数
は
二
十
六
人
。
街
頭
指
導
を
は
じ

め
、
専
用
車
で
の
巡
回
指
導
、
春
と
秋

に
行
わ
れ
る
各
学
校
で
の
交
通
安
全
教
室

な
ど
、
年
間
、
一
人
九
十
回
以
上
を
目
標

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
社
団
法
人
紫
波
郡
医
師
会
（
平
井
博

夫
会
長
）
は
、
N
P
O
法
人
紫
波
さ
ぷ

り
が
行
う
「
病
後
児
保
育
ぐ
ん
ぐ
ん
」
に

対
し
、
運
営
支
援
金
と
し
て
、
同
医
師

会
員
二
十
四
人
と
製
薬
メ
ー
カ
ー
三
十
二

社
か
ら
集
め
ら
れ
た
約
九
十
二
万
五
千
円

を
贈
り
ま
し
た
。
ぐ
ん
ぐ
ん
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
水
疱ぼ

う

瘡そ
う
な
ど
に
感
染
し
、
一

般
の
保
育
施
設
を
利
用
で
き
な
い
児
童
を

医
師
の
判
断
に
よ
っ
て
一
時
的
に
預
け
る

こ
と
の
で
き
る
今
年　
六
月
に
で
き
た
ボ

ラ
ン
ティ
ア
の
保
育
室
で
す
。

11/16

交
通
指
導
隊
が
40
周
年

交
通
事
故
の
根
絶
願
い
一
丸

11/18

郡
医
師
会
が
「
ぐ
ん
ぐ
ん
」
に
支
援
金

病
後
児
保
育
の
運
営
を
後
押
し

　

十
日
間
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
を
終
え
た

町
内
中
学
校
の
代
表
八
人
が
、
中
央
公

民
館
で
町
長
な
ど
町
の
関
係
者
に
、
国

際
交
流
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。
訪
問

先
で
の
歓
迎
ぶ
り
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
様

子
、
学
生
た
ち
の
服
装
や
町
の
建
築
物

の
違
い
、
交
流
の
機
会
に
恵
ま
れ
感
謝

す
る
言
葉
な
ど
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
行
し
た
紫
波
二
中
の
岩
泉
校
長

か
ら
「
世
界
平
和
の
た
め
に
子
ど
も
た
ち

の
国
際
交
流
は
大
切
」
と
い
う
訪
問
先

で
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
収
穫
祭
は
地
域
が
一つ
に
な
る
行
事
。

収
穫
ま
で
多
く
の
人
た
ち
の
お
世
話
に
な

り
感
謝
」
と
小
池
朝
子
校
長
の
あ
い
さ
つ

に
始
ま
り
、
同
校
体
育
館
に
訪
れ
た
地

域
の
人
た
ち
な
ど
約
百
人
が
、
全
校
児

童
六
十
二
人
に
よ
る
収
穫
の
喜
び
と
地
域

へ
の
感
謝
の
言
葉
の
発
表
や
、
六
年
生
に

よ
る
星
山
神
楽
、
客
演
の
マ
リ
ン
バ
と
打

楽
器
を
使
っ
た
プ
ロ
の
演
奏
を
楽
し
み
ま

し
た
。
お
昼
に
は
児
童
た
ち
が
つ
い
た
も

ち
と
P
T
A
の
人
た
ち
が
作
っ
た
豚
汁
を

地
域
の
人
た
ち
に
ふ
る
ま
い
ま
し
た
。

11/21

米
国
で
の
異
文
化
体
験
を
終
え

中
学
生
の
代
表
８
人
が
報
告

11/22

星
山
小
で
マ
リ
ン
バ
演
奏
や
神
楽

地
域
に
感
謝
を
込
め
て
収
穫
祭

式辞として新たな決意を述べる佐々木俊彦隊長細川恵子代表に支援金を手渡す渡辺立夫副会長

国際交流の体験報告をした中学生たち地域への感謝の言葉を連ねた児童発表
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寒さに負けない！冬場の健康管理
  だんだんと寒さが厳しくなってきました。そんな冬場に気をつけたい健康管理のポイントは？

インフルエンザを予防しよう！
・室温は20度前後、湿度は50％以上に保ちましょう
  ⇒インフルエンザや風邪のウイルスは、低温で乾燥し

た場所を好むため、加湿器の使用やぬらした布を
干すなどの工夫により効果的に予防できます！

・うがいでのどを清潔にしておきましょう
  ⇒ウイルスが、のどにつくのを予防する効果が期待

できます！
・手洗いを習慣にしましょう
  ⇒ウイルスは手などを介して感染します。手洗いをす

ることで、手からの感染予防につながります！
・人ごみの中では、マスクをつけましょう
  ⇒口や鼻からウイルスが侵入するのを予防します！
・予防接種をうけましょう
  ⇒特にも65歳以上のお年寄りや、慢性の呼吸器疾患、

心臓病、糖尿病などの持病がある人は、インフル
エンザ流行前の接種が効果的です！

上手な防寒法！
・	首や袖口、足元など開口部をしっかりと塞ぎましょう
・	マフラー、手袋、帽子などを活用しましょう
・	厚手の衣服1枚よりも、薄手のものを重ね着したほ

うが保温効果があります

町は65歳以上の高齢者へインフルエンザ予防接種
料金の一部（2,000円）を助成しています。   問合せ　長寿健康課　健康推進室

　　　　  ☎672-4522　有線01-8991

血圧にご用心！
　脱衣所やトイレなどは、居間と比べて室温が低くなっ
ています。急に寒いところに行くと、血管が収縮し血
圧が高くなってしまうので、生活の仕方を工夫してい
きましょう。
・	入浴前に脱衣所、浴室を暖めておきましょう
・	ぬるめのお湯にゆっくりとつかりましょう
・	トイレも暖め、温度差をへらしましょう

建
売
住
宅

建
売
住
宅

（社）全日本不動産協会会員　東北地区不動産公正取引協議会会員　岩手県知事免許（1）2255号

広告有効期限／平成20年12月31日

（内、消費税） （内、消費税）

　 ウエノ不動産管理（有） ☎671-2072  　　671-2073
日詰字下丸森9-4 （養老乃瀧 紫波町店となり）

1,498万円 1,960万円
延べ床面積 86.77㎡
土地 面 積 208.91㎡
 63.19坪

延べ床面積 112.34㎡
土地 面 積 202.61㎡
 61.28坪

オール電化・シャワー付トイレ・照明・カーテン
大型蓄熱暖房機1台・24時間換気
高気密高断熱（発泡ウレタン吹抜け断熱）

オール電化・シャワー付トイレ2ヶ所・照明
カーテン・大型蓄熱暖房機1台・屋根裏収納室
24時間換気
高気密高断熱（発泡ウレタン吹抜け断熱）

●所 在 地／紫波郡紫波町二日町字北七久保
●交　　通／JR紫波中央駅
　　　　　　徒歩15分・距離1,200ｍ
●建物構造／木造軸組工法2階建
●建築年月／平成20年6月　●取引形態／売主

●所 在 地／紫波郡紫波町北日詰字大日堂
●交　　通／JR日詰駅徒歩8分
●建築構造／木造軸組工法2階建
●建築年月／平成20年２月　●取引形態／売主

ウエノ不動産管理 検索

矢巾町大字又兵エ新田６-110（矢幅駅前）

☎698-1444（代）・697-5956
中央葬祭センター

FAX

◆24時間いつでも対応（年中無休）
◆明朗会計（詳細な計算書）
◆割引特典『しらゆり会員』
　  （どなた様でも加入できます）
◆ホール案内
　・通夜室（バス・トイレ付）2室
　・葬儀式場（DVD放映設備あり）
　・法事会場（50名程度）
◆他社に加入している方が当社
を利用した場合、他社積立の解
約違約金は当社が負担します。

12月末
完成

JAいわて中央　本所西側
「シンセラホール紫波」

1月上旬オープン

シンセラホールシンセラホール
中央葬祭センター

　

去
る
十
一
月
十
一
日
、
県
医
療
局
の
人

た
ち
が
来
庁
し
、
持
参
し
た
二
枚
の
紙

に
書
き
込
ん
だ
数
字
を
示
し
な
が
ら「
紫

波
診
療
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
県
内
五
カ

所
の
診
療
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
」
と

通
告
さ
れ
、
唐
突
な
出
来
事
に
思
わ
ず

我
が
耳
を
疑
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
の
県
立
病
院
改
革
実
施

計
画
で
無
床
化
を
通
告
さ
れ
た
際
に
、

町
内
医
療
現
状
を
申
し
上
げ
て
免
れ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
も
や
無
床

化
を
通
告
さ
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

無
床
化
に
す
る
理
由
と
し
て
医
療
局

は
「
医
師
不
足
で
過
酷
な
労
働
条
件
か

ら
の
脱
却
と
累
積
赤
字
百
三
十
八
億
円

か
ら
の
脱
却
の
二
点
に
あ
る
」
と
言
っ

て
お
り
ま
す
。

　

当
診
療
セ
ン
タ
ー
は
、
病
床
利
用
率

が
十
九
年
度
で
75
％
、
本
年
度
は
半
期

で
83
％
、
十
月
が
93
％
と
県
内
の
診
療

セ
ン
タ
ー
の
中
で
最
も
高
い
利
用
率
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
町
内
医
療

の
現
状
と
し
て
、
当
診
療
セ
ン
タ
ー
に

頼
っ
て
い
る
こ
と
は
明
確
で
す
。

　

ま
た
、
採
算
面
で
も
十
九
年
度

八
千
八
百
万
円
の
赤
字
で
は
あ
り
ま
す

が
、同
様
に
最
も
少
な
い
額
で
あ
り
ま
す
。

　

無
床
化
問
題
は
、
町
内
開
業
医
の
先

紫
波
診
療
セ
ン
タ
ー
の

無
床
化
に
つ
い
て

町
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

冬場も元気に
過ごしていきましょう！！



元気はつらつ健康メモ  保健センター　☎ 672-4522
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【作り方】
①ボウルに玉ネギをすりおろし、麩

ふ
を手で砕きながら混

ぜ、水分を吸わせる。
②別のボウルにひき肉を入れ、粘りが出るくらい混ぜた
ら①と塩、しょう油、ごま油、片栗粉を加えよく混ぜる。

③生地を等分に分け、シュウマイの皮で包む。
④ハクサイはざく切りにして、フライパンに敷き詰め、水1
カップを注いで沸騰させる。

⑤ハクサイの上にシューマイを並べて、弱火で10分位蒸
して出来上がり。

【シュウマイ材料（4人分）】
豚ひき肉…200ｇ、玉ネギ…1個、焼き麩

ふ
…10ｇ、シューマイの

皮…24枚、ハクサイ…150ｇ、塩…小さじ1、しょう油…大さじ
1、ごま油…大さじ1、片栗粉…大さじ1

一口メモ 肉は粘りが出るまで、しっかり混ぜましょう。野菜はゆでるより蒸したほうが、ビタミンの損失が少なく甘みも増します。

 野菜たっぷり簡単シュウマイ
             ～キャベツ巻きを添えて〜

　フライパン一つでできる簡単料理です。肉のつなぎに
焼き麩

ふ

を使ったシュウマイはやわらかく、一緒に蒸した
ハクサイも甘みがあっておいしいです！

【レシピ提供･･･紫波町食生活改善推進員協議会　佐比内地区会員　工藤亮子】

～ ３ 度 の 食 事 は し っ か り 食 べ 、間 食 は 控 え め に ～町の栄養士がお伝えします

【作り方】
①	キャベツはさっと固めにゆでる。
②	ニンジンは細いせんぎりにして、塩、こしょうをふっておく。
③	キャベツにハム、ニンジンの順にのせて巻く。

【キャベツ巻き材料（4人分）】
キャベツ…４枚、ニンジン…1本、ハム…４枚、塩、こしょう…少々

生
方
も
非
常
に
危
機
感
を
持
っ
て
お
り

ま
す
。
現
在
の
医
療
制
度
は
、
急
性
期

医
療
を
大
病
院
が
担
い
、
専
門
的
に
手

術
な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
回
復

期
と
慢
性
期
に
至
っ
て
は
、
大
病
院
以

外
の
医
療
機
関
を
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
お
り
、
当
診
療
セ
ン
タ
ー
は

回
復
期
医
療
機
関
と
し
て
の
位
置
で
あ

り
、
町
内
の
内
科
で
唯
一
の
入
院
施
設

で
あ
り
ま
す
。

　

無
床
化
に
な
り
ま
す
と
、
回
復
期
の

入
院
施
設
が
皆
無
と
な
り
、
さ
ら
に
夜

間
な
ど
緊
急
時
の
不
安
、
そ
し
て
当
町

の
二
つ
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る

緊
急
対
応
が
困
難
と
な
り
、
入
院
で
き

る
ほ
か
の
医
療
機
関
ま
で
の
距
離
が
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
町
は
医
療
へ
き
地

と
な
り
ま
す
。
高
齢
化
社
会
に
な
る
と

行
動
範
囲
も
狭
く
な
る
の
で
心
配
に
な

り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
回
の
無
床
化

に
対
し
て
は
、
無
床
化
と
通
告
さ
れ
た

関
係
市
町
村
と
一
体
と
な
り
、
現
状
維

持
に
向
け
て
要
望
活
動
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
、
団
体
に
対
し
ま

し
て
署
名
活
動
文
を
提
出
す
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
手
法
で
存
続
運
動
を
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

県
民
医
療
の
重
要
性
を
追
求
し
、
先

輩
各
位
が
苦
難
を
乗
り
越
え
、
県
民
の

医
療
を
支
え
て
き
た
も
の
を
崩
壊
さ
せ

る
こ
と
は
、
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

町
の
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
も
運
動

を
展
開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

藤　

原　
　

孝

の冬期講習伸びる事実
でこんなに伸びた

中3 上田中　Aさん110点UP
中2 金ヶ崎中Uさん112点UP
中1 城西中　Oさん 91点UP

定期テストの点数がアップ！

●1学期実施テスト5教科合計点と2学期実施テスト5教科合計点との比較

岩手県No.1の進学塾だからできる詳細な入試分析、豊富な成績分析に基づいた
熱意ある指導で、子どもたち、保護者の皆様のご期待に全力で応えます。

または、紫波校
☎019-658-8390

フリーコール受付時間

冬の入会キャンペーン
早めのスタート、同時申し込みがお得！

冬期
講習

通常
授業

同時申込
特　典＋

通常入学金１５,７５０円を全額免除
冬期講習受講料から最大4,000円減額
※受講コースにより異なります。12月24日（水）までの割引特典です。

無料体験授業
講師やテキスト、授業の進
み方など実際に確認するこ
とができます。学習の進め
方やレベルなどご相談も
承っております。お気軽に
お問い合わせください。

12/23 12/23（火）
（火）から
随時開講
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国民健康保険人間ドック補助金
申請受付を開始　

　平成20年４月以降に人間ドックを受診した人に補
助金を交付します。補助額は１万円で交付は同じ年度
内（４月～翌年３月）に一回です。
◆交付要件
　・人間ドック受診日において国保に加入していること。
　・年度内に40歳から74歳になる人
　・町で行う特定健康診査を受けていないこと。
　・人間ドックの受診結果に特定健康診査の必須項目

がすべて含まれていること。

◆申請に必要なもの
　・人間ドック受診結果
　・医療機関領収書（受診費用が支払済みであること
　　がわかるもの）
　・補助金の振込先口座番号（郵便局以外）
　・印鑑
◆申込・問合せ　町民課　国保年金室　☎672-6863

　　　　　　　  有線01-8900

勤労青少年ホーム講座受講生の募集
　各種講座の受講生を募集しています。利用会員の
登録（登録料500円）をしてからお申し込みください。
各講座とも定員になり次第締め切ります。
　華道体験講座　
　　①「クリスマスのお花」12月15日（月）
　　 　定員5人 ／ 材料費2,000円
　　②「お正月のお花」12月22日（月）
　 　　定員5人 ／ 材料費2,000円
　お菓子作り講座
　　①「クリスマスケーキ」12月22日（月）
　　　 定員8人 ／ 材料費500円
　　②「シュークリーム」１月16日（金）
　　 　定員8人 ／ 材料費500円
　エアロビクス講座
　　１月20日～毎週火曜 ／全8回／ 定員20人
◆会　場　勤労青少年ホーム
◆時　間　午後７～９時（エアロビクスは午後７時30分～）
◆対　象　15 ～ 30歳までの青少年（空きがある場合

は30歳以上の人も受講可)
◆問合せ　勤労青少年ホーム  ☎676-2344  有線01-3134

 教育資金を必要とされる皆さんへ 教育ローンのご案内　
　入学資金、または在学資金を低利で融資しています。
◆融資額　学生・生徒１人あたり200万円以内
◆返済期間　10年以内　◆用途　入学金、授業料他
◆申込・問合せ　「国の教育ローン」コールセンター
　☎0570-008656または☎03-5321-8656
　「紫波町勤労者教育資金」東北労働金庫　盛岡支店
　（提携金融機関）☎629-1111　

必須項目 内　　容

問 診 既往歴・服薬歴・喫煙歴などの有無
理学的検査 自覚症状・他覚症状の有無
身 体 計 測 身長・体重・腹囲・BMI
血 圧 測 定 最高血圧・最低血圧
肝機能検査 GOT・GPT・γ-GTP

脂 質 検 査 中性脂肪・HDLコレステロール
LDLコレステロール

血 糖 検 査 空腹時血糖またはヘモグロビンA1ｃ
尿 検 査 尿糖・尿たんぱく

そ の 他 メタボリックシンドローム判定医師の
所見

※内容が不明な場合は要相談

お知らせのページ紫波町ポータルサイト http://www.town.shiwa.iwate.jp/　問合せ／紫波町（代表）☎ 672-2111

E-mail yoyaku@lafrance.co.jp
URL  http://www.lafrance.co.jp/〒028-3444  岩手県紫波郡紫波町小屋敷字新在家90番地

厚生労働大臣認定 温泉利用型健康増進施設
FAX 019-673-8556
019-673-8555

つるりん

3,000円3,000円【税込】【税込】

みんなで
ワイワイ！
お得な飲み放題！

みんなで
ワイワイ！
お得な飲み放題！

H O T E L  Y U R A R AH O T E L  Y U R A R A

120分
飲み放題

お料理
盛合せ ご入浴付

大 

人

生ビール

飲み放題！

お得！

生ビール、日本酒（紫波の地酒）
ソフトドリンク

飲み放題
ドリンク

10名様以上よりご予約承ります！

湯楽々の湯楽々の

※銘柄の指定はお受けいたしかねます。

「紫波物語」
待望の発売12月19日（金） 午前9時～

赤［ピノ・ノワール］  白［ケルナー］
750mℓ  1,365円（税込）

できたままのワインの味が楽しめます

紫波フルーツパーク
試飲・販売所での限定販売

（株）紫波フルーツパーク（紫波町第三セクター）
☎019-676-5301

限定
赤300本
白300本

無ろ過生詰め
ワ イ ン

東
北
本
線

東
北
新
幹
線

4

456

396

紫
波
中
央
駅

至大迫至大迫

至盛岡至盛岡至盛岡至盛岡

至花巻至花巻

星山小星山小

道の駅紫波道の駅紫波

紫
波
橋

紫
波
橋

紫波フルーツ
パーク
紫波フルーツ
パーク
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町税納付の臨時窓口を開設
 12月29日、30日に納税できます！

　年末の町税納付期限は12月25日（木）のため、臨時
に窓口を開設しますので、どうぞご利用ください。
◆開設日時　12月29日（月）、30日（火）
　　　　　　午前９時～午後３時30分
◆開設場所　税務課窓口
◆納付できる税金など　町民税、固定資産税、国民健

康保険税、軽自動車税、介護保険料、後
期高齢者医療保険料）※証明書などの発
行や税相談はしません。

◆問合せ　税務課　納税室　☎672-2111
　　　　　内線1232・1233　有線01-8912

元気はつらつメンバーズ
 レクリエーション講座の参加者募集

　楽しく体を動かすメニューを予定しておりますの
で、皆さんお気軽にお申し込みください。
◆日　程　１月７日（水）／14日（水）／19日（月）／

26日（月）／２月２日（月）／９日（月）／

16日（月）／23日（月）／３月２日（月）／

９日（月）　計10回
◆時　間　午後１時30分〜３時
　　　　　（３月２日、９日　午前10時〜11時30分）
◆会　場　保健センターホール
◆内　容　ヨガ、太極拳、足ツボ体操、軽体操など
◆参加料　1,000円（全10回）
◆定　員　24人（定員になり次第締め切り）
◆申込・問合せ　長寿健康課　健康推進室
　（保健センター内）　☎672-4522　有線01-8991

年末年始も休まず営業
あづまね温泉ききょう荘

　１月１日は午前０時から営業。元旦イベントもあり
ますので、どうぞご利用ください。
◆元日イベント  ・紅白もちをプレゼント（先着200人）
　　　　　　 　・豪華賞品が当たる大抽選会
　　　　　　　　　　　（空くじなし・先着200人）
◆休館日　12月24日（水）
◆問合せ　あづまね温泉ききょう荘　☎673-7670　

　　　　有線02-3330

定額給付金をよそおう手口
「振り込め詐欺」にご注意！

　「定額給付金」については、住民の皆さんへのご連
絡や給付を行う段階ではありません。具体的な給付の
方法などが決まり次第、速やかに広報いたします。

ご自宅や職場などに町や総務省などをかたった電
話がかかってきたり、郵便が届いたりした場合、
迷わず、ご連絡ください。

○町や総務省などが銀行やコンビニなどのATMの操
作をお願いすることは、絶対にありません。

○ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込ん
でもらうことは絶対にできません。

○町や総務省などが「定額給付金」のために、手数料
などの振り込みを求めることは絶対にありません。

○現時点で、町や総務省などが世帯構成や銀行口座の
番号などの個人情報を照会することは絶対にありま
せん。

◆問合せ　総務課　総務文書室　☎672-2111
　　　　　内線3122・3123　有線01-8901

年末年始の「し尿汲み取り」
　紫波、稗貫衛生処理組合は、12月30日（火）までし
尿の受け入れをします。年末年始は大変混み合います
ので、10日間程度の余裕を持ってお申し込みください。
◆休業期間　12月31日（水）～１月５日（月）
◆申 込 み　藤原清掃社　☎673-6213
　　　　　　紫波衛生社　☎672-2656
◆問合せ　紫波、稗貫衛生処理組合　☎672-2017　

早期入校割引
学生さんは入会金より1万円割引

12月末まで延長

　  0120-219-196
〒028-3304 紫波町二日町字西七久保66-1
☎672-4316     672-4355
URL http://www.shiwachu.jp
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岩手県公安委員会指定
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循環型まちづくりを考える町民講座
　町は循環型まちづくりを一緒に考え実行するために
講座を開催しています。今回は、ほとんど活用策がな
かったプラスチックの循環について講演します。どな
たでも参加できますので、お出かけください。
◆日　時　12月19日（金）　午後６時30分～	
◆会　場　保健センター	
◆内　容　①紫波町の循環型まちづくりの紹介
　②講　演「使用済プラスチック製品のクローズドリ

　　　　　サイクルシステムの推進」
　　講　師　積水テクノ成型株式会社
　　　　　　技術開発部担当部長　宇川博明氏
◆問合せ　環境課　☎672-6892

食育推進のアイデアを募集
　食育を推進するための事業提案を募集します。
◆対　　象　町内で食育にかかわる活動が可能なボ

ランティアグループ、市民活動団体、
NOP、自治会、企業などの団体

◆提案していただく内容
　１．食育推進計画の目標を達成する事業
　２．柔軟性、先駆性、専門性に富んだ事業
　３．提案した団体が実施可能な事業
◆事業期間　平成21年５月１日～平成22年２月末
◆結果公表　3月末までに決定し応募者全員に通知の

上、ホームページなどでも公表します。
◆申込・問合せ　12月22日（月）午後５時までに指定

する書類を提出。　農林課食育主幹　☎672-2111
　内線3312　 FAX 672-2311
　* fjtomo@town.shiwa.iwate.jp

　岩手朝日テレビの番組「ふるさとCM大賞 in 
IWATE 2008」に、今年も町のCMが登場します。
　７年目となる今年は県内31市町村が参加し、
町の自慢を30秒のCMに表し競いました。審査会
は11月23日（日）に盛岡市アイーナホールで収録
され、放送日を待つばかりです。今年は銭形平
次が登場。果たして結果は？
　　放送日　12月27日（土）午後４時～
　　岩手朝日テレビ　　　お楽しみに！　

 抽選で40人（町内小学４年生～中学生）をご招待
◆集合場所　午後２時現地集合（現地解散）
◆参 加 費　500円（資料・保険料）
◆申込・問合せ　12月20日（土）必着　官製はがき

に住所・保護者氏名・参加児童氏名・学校・学年・
電話番号を記載して送付。はがき1枚につき２人
まで。野村胡堂・あらえびす記念館（〒028-3315
彦部字暮坪193-1）☎676-6896　　

お知らせのページ紫波町ポータルサイト http://www.town.shiwa.iwate.jp/　問合せ／紫波町（代表）☎ 672-2111

紫波町桜町字大坪35-1 ☎019-672-4411

新築・リフォーム・耐震工事

橘建設株式会社
橘建設（株）事務所内
橘建設（株）グループ会社☎019-671-1946

エクステリア・造園工事

有限会社 庭匠館

◀耐震診断ひび割測定中

耐震診断
改築工事皆様、お住いの地震対策は万全ですか？皆様、お住いの地震対策は万全ですか？

G-artG-art

お陰様で創業47年お陰様で創業47年
信頼と実績信頼と実績 当社では耐震診断士がおります。

色々な施工事例をもとにご提案します。

現地調査・見積など無料。お気軽にご相談ください。

～ふるさとC
M大賞～ 町

の
Ｃ
Ｍ

今
年
の
結
果
は
？

　あらえびす「子どもたちにホンモノを！」

仙台フィルハーモニー管弦楽団 特別講演
ニューイヤーコンサート
　会場　盛岡市民文化センター（マリオス）

1/10土
午後3時開演

プロジェクト PART2

百人一首練習会 （県かるた協会指導）◆日時／12月20日（土）、1月17日（土）午後2時～3時30分　◆会場／ヒノヤサロン「鈴の音」

◆日時／1月31日（土）午後2時～4時　◆会場／平井邸　◆参加費／500円（小中学生200円）新春かるた会◆問合せ　紫波平泉関連史跡連携協議会（よんりん舎内）☎671-1755
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 ご注意ください！
アスベスト使用の建築物解体には

飛散防止対策が必要です。
建築物の解体などを依頼する人・解体工事を

請け負う事業者の皆さんへ

　建築物の床面積・構造などにかかわらず、アスベス
トを使用している建築物の解体工事などを行う際に
は、アスベストが飛散しないように処置しなければな
りません。また、次の事項を遵守する必要があります。
・建築物を解体依頼する人は、石綿などの使用状況に

ついて事前に調査し、解体事業者に伝えること。
・解体作業は各種法令に基づいて適切に行い、作業員

には防じんマスクや作業衣などを着用させること。
・石綿を含む廃棄物の処理は、許可を受けている事業

者に委託して行うこと。
※アスベストを使用している建築物の解体・補修時に

は、労働安全衛生法、大気汚染防止法に基づく届け
出が必要です。

◆問合せ　環境課　生活環境室　☎672-2111
　　　　　　　　　内線1541 ～ 1543

  少数の鶏や愛玩鶏の飼養者へ
鳥インフルエンザの発生を予防しましょう

○野鳥の侵入を防ぐため、飼育場所を防鳥ネットで覆う
○餌箱は常に鶏舎内に置く
○鶏舎周辺の清掃に心掛け餌の散出を防ぐ
○鶏舎周囲に消石灰を散布する（１回/週、１kg/㎡）
○鶏の飲用水は水道水を使用する（池や川の水を使用しない）
○外出時に着用した衣服や靴のままで鶏舎に近づかない
◆問合せ　県中央家畜保健衛生所　☎688-4111

インターフェロン治療費の助成
　町はインターフェロンを用いた肝炎治療費の一部を
助成します。
　助成を希望する人は、事前にご相談ください。（県
が実施する「インターフェロン治療に対する医療費助
成」と併せて助成を受けられます）
◆対　象　①町内に継続して１年以上住所を有する人
　　　　　②肝炎ウイルスに感染している人
　　　　　③医師が、インターフェロンを使用した治
　　　　　　療を受けることが適当と認めた人
◆助成金額
　①町県民税非課税世帯　１カ月当たり10,000円
　②①以外の世帯　　　　　　　〃　　  8,000円
　※助成期間は５カ月が限度
◆問合せ　長寿健康課　健康推進室
　　　　　（保健センター内）　☎671-1754

オーストラリア訪問団員の募集 
　町の姉妹都市オーストラリアスタンソープへの訪問
団として、一般から団員を募集します。
◆日　　程　平成21年２月17日（火）～ 22日（日）
◆内　　容　姉妹都市（スタンソープ）の産業・文化

視察、ブリスベーンを視察、サザンダウ
ンズ（合併市）訪問予定

◆費　　用　25万円（予定）
◆募集人員　３人
◆申込・問合せ
　12月18日（木）午前９時〜 19日（金）午後５時受付
　国際交流協会事務局（役場総務課内）　☎672-2111
　内線3121 ～ 3123　 FAX 672-2311

Information
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夕暮れ時の古稲荷停留所前からの眺め夕暮れ時の古稲荷停留所前からの眺め

問合せ
役場企画課 ☎672-6871 有線01-8891
岩手県交通（株）紫波営業所 ☎672-2120

年末年始も通常運行します！！
かつての面影を残す映画館（正直
館）の建物：最盛期には、観客が一
日に450人ぐらいあったそうです

厳かな佇まいの志和稲荷神社

冬景色もまた美しい
南部曲り家・武田家

丘陵に広がる紫波農園

杉の古木につつまれた志和古稲荷神社
清らかな湧水で知られる水分神社

 城山のふもとにある御蔵屋敷跡から
望む風景は格別です

路地を歩くと元気な児童に会いました
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陶房金沢
［見学時間］午前9時～午後6時
要予約　上松本字境46-2
☎673-6472
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見
守
ら
れ
な
が

ら
道
行
き
の
安
全
を
祈
願
し
ま
す
。

稲
荷
神
社
と
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館

ま
で
の
道
の
り
の
中
ほ
ど
に
あ
る
の

が
、茅
葺
き
屋
根
の
み
ご
と
な
南
部

曲
り
家
・
紫
波
町
指
定
文
化
財「
武

田
家
住
宅
」で
す
。季
節
ご
と
に
訪

ね
て
み
た
い
と
思
わ
せ
る
里
山
の
温

か
い
風
情
が
、こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
美
し
い
景
観
の
中
、武
田
家

に
隣
接
し
て
金
沢
英
徳
さ
ん
の
や
き

も
の
工
房「
陶
房
金
沢
」が
あ
り
ま

す
。「
陶
房
金
沢
」で
は
、陶
房
の
見
学

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、見
学

に
は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、お
問

い
合
わ
せ
の
上
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
先
の
稲
荷
街
道
散
策
ス
ポ
ッ

ト
は
、あ
づ
ま
ね
産
直
セ
ン
タ
ー
、

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
、一
里
塚
、紫

波
農
園
、ビ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
、水
分
神

社
と
続
き
ま
す
。す
べ
て
を
見
て
歩

こ
う
と
思
わ
ず
に
、四
季
折
々
の
楽

し
み
を
残
し
て
、ゆ
と
り
あ
る
散
策

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

ふ
る


